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であった｡ 実際の講演では､時間的な制約 もあり､ (i)､(ii)については多
少詳 しく述べた も一のの､ (iii)- (Ⅴ)については殆 ど報告できなかった｡ こ
こでも講演の実情に対応 して､ (i)､(ii)は多少詳 しく､他は概要のみを述べ
ることにする｡
最初に､_ソリトンおよびカオス現象を示す非線形発展方程式の代表的なものを


























































ut十 ux+8XBtB)(u)+82Xm (u)+83Ⅹ(2)(u)-o(84) (1)
? ?? ??? ? ? ??ー ? ???
u3x+6uux (KdV eq.)






u-V+8砂川 (Ⅴ-)十 82(¢~(2)+¢= ･▽ ¢(=/ 2)(vl)+0(E3) (2)
により
vt+vx+eXB(Q)(V)+82Ⅹ8日 )(V)+83Ⅹ8(2)(Ⅴ)-o(84) (3)
rxp- (V)-a.(I, [▽ Ⅰ3(a,(V)]x
al(2)[▽ IA(a)(V)】x十 LLlRt2)(V)]x




と呼ばれる｡ 〝≠0 のときには2次まで可積分､〟-o なら3次まで可積分
となる. R(2)(v5)-0 となり (3)は KdVソリトンと同形の解
V8(Xit)- 2x2sech2〝(Ⅹ一入t)






































摂動項 R [u] をもつソリトン方程式を














共役演算子を L､ 共役固有ベクトルを ¢ とすると'L'¢-A●¢､ (*:複素
～
























単色外力 (n-1)の場合､ (13)甲ア トラクターは固定点のみで､ソリト
ンの振幅は一定値に近づき "同期ソリトン'となる｡ 外力が複数の振動数成分













¢tt-¢xx+sin¢-8 [-α卓t+ r sin血)t] (14)
の解が外力 8r の増大にともないカオスへの遷移を起こす過程を詳しく調べた.
解は周期解から準周期解となりカオスに至るが､カオスのときでさえ空間的には
コヒーレントな構造が見 られる｡ このような空間構造は少数の非線形モー ドで
近似でき､低次元系に帰着できる｡ とくに Bishop達は､逆散乱法に基づいて
ソリトン (kink､ anti-kink､ breather)と転射 (radiation)に対応する固
有値の時間変化を調べ､摂動SG方程式のダイナミックスが少数の非線形ノーマ




得られる各時刻の波形 ¢(X､ t)に対 して固有値問題を解き (すなわち､数値
的にスペク トル変換を行い)､各時刻でのスペクトル表示 ¢(入､ t)を求める
ことができる｡ そうすると､摂動項を含むsG方程式の固有値 入 の時間変化
が分かり､系のダイナミックスの特徴を知ることができるのである0 [ Fores卜
McLaughlin(1982)]8)｡ sG方程式の周期系では､kink､anti-kink､breather､























ut+ u ux+ u2x+u4x-0 (18)
などがある｡
このような場合の解析には逆散乱法は使えない｡ 従って､非線形ノーマル ･
モー ドのパラメター変化によって系のダイナ ミックスを近似 しようとするときに







GL方程式 (I7)については Pereira-Stenflo(1977)や Nozaki-Bekki(198
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